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ヤン・フスとチェハ語表記方法の改革

鈴木秀勇

1

　スラヴ言語学の始祖でありチニハ国民文芸興隆の指導的形姿であったヨゼフ・ドブ

・フスキーは，『チエハ語史』（1791）の制作にあたって，“第四期一チェハ語支配

の時期”の叙述を・rチェハの宗教改革者フスと共に，チェハ国民とその文化との，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従ってまたその言語との歴史の上に，一つの・新しい時代が始まる」という一文で開

始した・その理由は，著者が，ヤン・フスにおける〈母国チェハ語の使用〉と〈民衆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育＞との結合に着眼したからに外ならない。同じドブロフスキーの『チェハの言語
　　　　　　　　3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）
と文学との歴史』（1792）や『チェハの言語と古文学との歴史』（1818）によって見て

も，彼は，ヤン・フスの手になる・聖書のチェハ語訳（新約聖書からは『マタイ伝福

音書』第二章，第九章。旧約聖書からは『伝道の書』第十一章，r雅歌』，r詩編』第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の一三四句以下・外典rソ・モンの知恵』，『シラク書』，一いずれも1406年成立），

ならぴに『聖物売買について』，福音書諸編の『講解』等から成る・真正二十三編の
　　　　6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）
チェハ語著述にたいして，やはりその視点からする評価を捧げているのである。

　ところでヤン・フスには，ほかに，チェハの言語に関係する作品として，チェハ語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）　　　　　　　　　　　9）
アルファベトを有意味の一文に構成した通称『アベツェダ』と『チェハ語正字法』と

の二つがあるのであるが，ドブ・フスキーは，前記『歴史』のいずれにおいても，『ア

ベツェダ』には論及しながら，しかし『チェハ語正字法』についてはふれるところが

全くなかった。その理由はほかでもなく，ドブ・フスキーは，1547年に北モラヴァ

のプロスチエヨフ（Prost益jov）でヤン・フスの名を冠して刊行された『アベツニダ』

を披見しえたにとどまったからである。『チェハ語正字法』の稿本の一つは，チェハ

近代歴史記述の祖であリヤン・フス研究の先駆でもあったフランティシェク・パラツ
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キーの手で，1827年8月13日，南チェハ・トゥシェボニュ（丁琵bo五）のシュヴァ

ルツェンベルスキー文書保管所で，初めて発見されたのであって，ドブロフスキーと

しては，これを聞知しえたにせよ，もはやチェハ言語史の中で取扱う機縁を失したの

であった。もしかりに彼がいずれかのr歴史』の中でrチェハ語正字法』を論じえた

とするならぱ，この傑出した言語史家がヤン・フスに寄せた評価は，さらに大きなも

のとなったことは疑いない。

　しかし，ヤン・フスにおける〈母国語使用〉と〈民秦教育＞との結合にたいするド

ブロフスキーの潜眼は，はるかにくだってミラン・マホヴェツの『フスの教説とチェ

ハ国民の伝統における意義』（1953年）の中にも生き続けている，と言うことができ

る。すなわちマホヴェツは，“ヤン・・フスの教説の基礎としての民衆性・民主主義”

を論ずるさいに，まことに簡略ではあるが，フスが心した・民衆に語りかける言葉の

〈わかりやすさ（srozumitelnost）＞の問題から，ヤン・フスにおける〈国語への配

慮＞のそれに説き進み，ここへ『チェハ語正字法』制作の意義を結ぴつけてくるので
　10）
ある。

　時代は前後するけれども，ヴァーツラフ・フライシュハンスは，その著『ヤン・フ

ス師』（1915年）の第四章“国民の指導者”の中で，rチェハ語正字法』よりはむし

ろ『アベツェダ』を立入って扱うのであるが，彼はそのさい，ヤン・フスの原則は二

つ，すなわちr飾らず，わかりやすく書け（pi淘ednodu§easrozumiteln6）」とr耳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）で聞くとおりに書け（pis，jako　sly蓉i善）」との二つであった，と指摘している。第一

の原則はやはり，ドブロフスキーからマホヴェツに流れるのと同じ評価を示している，

と言ってよい。事実，フライシュハンスは，自ら編集する『ヤン・フス師　選集』第

五巻（〔1908年〕）に『チェハ語正字法』を収める時，それへの“序文”の中で，ヤ

ン・フスにおける〈チェハ語整序の努力〉と彼の〈民衆性＞との結合を告げているの
　　　　　

である。第二の原則は，同じ『チェハ語正字法』への“序文”に，ヤン・フスにお

ける「一音・一文字」の方法として語られるものであって，フライシュハンスがヤ

ン・フスのチェハ語整序の言語学的意義をとらえる揚合の・一つの特徴を示すもので

ある。

　これにたいして2ヴァーツラフ・ノヴォトニーの『ヤン・フス師生涯と著作』

（第一巻，1919年）は，『チェハ語正字法』を目して，ヤン・フスの中に生きている

〈天性の言語学者，文法学者〉の創造事業と見，彼のく理論的能力＞の高さの証左で

　　　　　　　　　の
ある，とするのである。ノヴォトニーが，「これによって見れぱ，ヤン・フス師は，

本来の意味でのチェハ文章語を創造し，きわめて正当で・まことにゆるぎのない基礎
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の上に立ち，形式・内実いずれの面でも卓抜な方法に従って，チェハ語正字法を確立

した，と言える。そしてこのことは，今日，専門言語学者のひとしく公然と認めると

　　　　　　　　14）ころである」と述べる時，そこには，ヤン・フスを駆ってチェハ語の整序に向かわし

　　　　　　　　　　　15）
めた・彼の「言語理論上の関心」にたいする崇敬の念が，強く働いているのである。

　このように，今までのヤン・フス研究の上では，『アベツェダ』と『チェハ語正字

法』との意義をめぐって，ヤン・フスにおける〈母国語使用＞と〈民衆教育〉との結

合を重視する評価と，それらを彼の〈高度の理論的能力〉の表白としてとらえる解釈

とが，存在した。われわれは，もちろん，このいずれをも肯定するのであるけれども，

　　　　　　　　　　　　　　16）
しかしすでに他の箇所で指摘したように，この二つの理解の上にさらに加えて，あの

二作晶は，母国語文化の発展という・それの最もふさわしい領域におけるナショナリ

ズムのヤン・フスにおける発現である，と考えるのである。

　ところで，その点はしばらくおき，肝腎のこれら二作品自身について言えぱ，これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
までドブロフスキーとフライシュハンスとがそれぞれ『アベツェダ』を紹介し，『チ

ェハ語正字法』については，1857年にA．V．シェムベラが前記稿本にチェハ語訳を

　　　　18）
付して刊行し，のちにフライシュハンスが，シェムベラ訳に基づいてこれを『選集』

　　　　　　19）
中に収録したものがあるにすぎない。とりわけ，『チェハ語正字法』についての分析

は，これまでのヤン・フス研究史に欠如していた，と言って差支えない。

　そしてこの欠如は，なによりもまず，ドブ・フスキーといい，フライシュハンスと

いい，あるいは，ノヴォトニー，マホヴェツのいずれにしても，ヤン・フスに『アベ

ツェダ』の制作を迫り，『チェハ語正字法』の工夫を迫った・十五世紀初頭の・チェ
　　　　　　ロ　　　　　　　じ　　　　　　　の　　　　　　　じ

ハ語表記の混乱の現実をとらえず，従ってこの現実の復原との対比においてヤン・フ

スの改革事業を意味づける方法をとらなかったところに原因を持つ・と評するほかあ

るまいD

　そこで本稿は，まずヤン・フスの著述の・若干の稿本に基づいて，この時期のチェ

ハ語表記の乱雑な情況を復原し，ヤン・フスが『アベツェダ』ならびに『チェハ語正

字法』を制作するに至った必然性を推測するための・一つの手掛りを提示する（第H

節一1）。ついで，ドブロフスキーやフライシュハンスにならってン『アベツェダ』を

紹介し（第∬節一2），最後に，rチェハ語正字法』の紹介と分析とを通じて，“言語

学者”としてのヤン・フスの姿をうかがうと共に，彼が正字法に託した“教授学”

的意図について承知することにしたい（第皿節）。



33

注

　1）　Dobrovsk重，Josef：Geschichte　der　b6hmischen　Sprache，［010mouc］，1791．》D6jiny

　　aとesk6壬eるi　a！iteratury・Spisy　a　projevy　Josefa　Dobrovsk6ho．Svazek　VII．Vydal

　　Benjamin　Jedli蒼ka。Pralla，1936．《str．36．

　　　　なお，全く同じ記述が同著者の次ぎの著作にも現われている。Dobrovs琢：Geschichte

　　der　b6hnischen　Sprac五e　und　Litteratur。Praha，1792．op．cit，str．126．

　2）　Dobrovsk重：op．cit．str．36－37。

3）前出注1）中の1792年の著作。

　4）　Dobrovsk夕：Geschichte　der　b6hmischen　Sprache　und　註1tern．Literatur，Praha，

　　1818．

　5）　Bartoii，F．M、：Literarniさinnost　M．」．Husi．Praha，1948，str．101－102．

　6）　Barto§：op．cit．str．100－117．

　7）　Dobrovsk夕：op・cit・str，126－127，303－305ン325－328．

8）　［‘Abeceda，，動o，A　du（1e　ce16己eledi　dゑnQ・・E謬o．konec　i　po6ゑtek　v§eho　dobr6ho

　　po老ehna呼na　v6ky，これの成立はおそくも1406年。Barto§l　op．cit．str．100－101．

　9）　［“Orthogτaphia　bo五emica．”］　1πo、guia　latinum　abece（1arium…Ezo．iuxta　in（1u－

　　striam　propriam　breviabis，これの成立については，従来，1406年説と1412年説とがあ

　　ったが，バルトシュは前説をとっている。BartQ§；op。cit．str．72－74。

10）Machovec，Milan：H：usovouさeniav重znamvtra（1ici～lesk6honゑroda．Praha，1953，

　　str．　159．

11）　Flal蓉hans，Vゑclav：Mistr　Jan　Eus．Praha，1915，str．272－276．

12）　Mistra　Jam　Husi　sebran6spisy。Svazek　V．Prahaン［1908］．str．105－106．

13）Novotn夕，Vゑclav：M．Jan　Hus．彦ivot　a　uさeni．1－1，Pralla，1919．str．183．

14）　Novotn夕：op．cit．str，184．

15）　Novotn重；op．cit．str。183．

16）　rヤン・フスおよぴヤン・アモス・コメンスキー研究の間題点　　チェコス・ヴァキアに

　　おける研究情況をめぐって』⇔・第六節。〔一橋大学・社会学部年報r社会学研究』第8号

　　（1966年）所収〕。

17）　DQbrovsk乎：Gesc五ichte．（1818）．op、cit、3041Flaj誉hans　l　op．cit．273．

18）　MJ。Husi　Ortogra五eさeskゑ，Vydal　a　pモelo茗il　A．V．菖embera．》Slavische　Biblio。

　　thekILSS．173鉦、《，1857．

19）　ムlistra　Jana　Husi　sebran6spisy。Svazek　V．str．106－113．

H－1

A。本節に用いた稿本類について，簡略にしるせば，

1．1410年から1411年にかけてヤン

稿本のうち三種類。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）
・フスがベツレヘム礼拝堂で行なった『説教』の



34

　a）記号MS＝プラハ・国民博物館・所蔵（稿本番号・XVI・F・4）にかかる不完全

稿本。成立は十五世紀第一・四半期。

b）記号KS＝プラハ・国立ならぴにカレル大学図書館・稿本部・所蔵（稿本番号・

III・B・20）にかかる完全稿本。成立はおそらく十五世紀第二・四半期。

　c）記号E＝プラハ本山教会図書館・所蔵（稿本番号・E・XXXVII）にかかる稿本。

成立は十五世紀前半。

II．1404年11月末から1405年10月末にかけて“時”をテーマにヤン・フスがぺ
　　　　　　　　　2）ツレヘム礼拝堂で行なった『説教』の稿本のうち九種類。

　a）記号MT＝プラハ・国民博物館・所蔵（稿本番号・XIII・F・20）にかかる稿本。

成立は十五世紀前半。

　b）記号AT＝プラハ・国立ならぴにカレル大学図書館・稿本部・所蔵（稿本番号・

XX・B1）にかかる稿本。成立は十五世紀初頭。

　c）記号CT＝プラハ本山教会図書館・所蔵（稿本番号・F・XXX）にかかる稿本。

成立は十五世紀。

　d）記号NT＝プラハ・国立ならぴにカレル大学図書館・稿本部・所蔵（稿本番号・

XV・4・15）にかかる稿本。成立は十五世紀中葉。

　e）記号OT＝オロモウツ本山教会図書館・所蔵（稿本番号・C・0・123）にかかる

稿本。成立は十五世紀前半。

　f）記号PT＝プラハ・国立ならぴにカレル大学図書館・稿本部・所蔵（稿本番号・

IV・B・2）にかかる稿本。成立は十五世紀前半。

　g）記号RT＝ミュンヘン・市立図書館・所蔵（稿本番号・Clm・3581）にかかる稿

本。成立は十五世紀中葉。

　h）記号ST＝プラハ・国立ならびにカレル大学図書館・稿本部・所蔵（稿本番号・

III・A・6）にかかる稿本。成立は十五世紀中葉。

　i）記号UT＝プラハ・国立ならぴにカレル大学図書館・稿本部・所蔵（稿本番号・

　　　　　　　　　　　　　　3）　III・F・16）にかかる稿本。成立は十五世紀。

B，s6（＝staroさe蓉tina，“古チェハ語”）は，その語が古チェハ語特有の語形・語意を持

つことを示す。

　梵（＝novoさe誉tina，“現代チェハ語”）は，その語の・現代チェハ言吾における語形・

語意を示す。

［］内は，諸稿本に表記されたsさを，n己の字母を用いて書き換えた語形であり，

＝符号のあとのイタリックは，そのチェハ語のラテン語意を示す。

1．母音

1．sるの長母音a（n6＝ゑ）は，長母音記号を伴わず，短母音aと同形で表記され

た。
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　dawagy　［dゑvaji＝♂απ哲］　MS・302v，KS・33vb．

　dyelam　［d61ゑm＝プ1αoゼo］　MS・302v，KS・33vb．

　1しodowanie　［血odovゑni＝ooη昭33αo乞o，ooπ”¢η％m］　MT2。150r．

　krawy［krゑvy＝”αooθ］MS・302v，KS・33vb．

　narodu［nゑfodu＝παo¢oπθ］CT3。134v．

　nazywa　［naz夕vゑ＝π07痂冗碗］　1、正丁3・166▽．

　pzrevracenye［pモevrゑceni＝p8物θγs撹αls，ooγγ％μゼo］PT2・112va．

　wladnuty　［v1ゑdn丘ti，s己＝po3sゼ4θγθ，nる；v1ゑdnouti＝7θgπαγ8］　MS・29工r，1くS・25rb；

　　　　MS。302v，K：S・33vb：MS。317r，KS。47ra．

　yat　［jゑt’＝θgo］　MS・302v，］i【S●33vb。

　zakon［zゑko11＝Z8¢］MT2・178v，MT2・184v．

　　（長母音ゑを示すために，そのあとにくる子音を二重化したと思われる例が一つ

ある。mrazz［mrゑz＝∫r勾％3］MS・308r，KS・39rb．）

2．短母音eが，ey，ie，yeで表記された例がある。

　rosseywacz　［s～i：rozevゑc・＝＝dlづ顕απ3］　ST・157ra．

giesscze［je§t6＝面加・］玉IT2・101r．

　trziczieti［s6：t壬icet夕，nさ：t壬icゑt夕＝爾oθs伽％s］MT・179r，RT・243r．

　zgiewny（zjevn夕＝αpθγ‘％3コMT・185r．

　dossye1　［（10益e1；＝轡θπづ］　MS・28gr，KS・24vb．

　vssyedneho［s6：v善edni五〇＝＝％s富αあ，一乞，一ωθコE・95v．

　3・長母音e（nる：6）は，長母音記号を伴わず，短母音eと同形で表記されるの

が通例であった。

　czisteho　［～5ist6ho＝p％γ乞］　E：・95v．

　1ekar20wich［16kaモov∫ch＝鵠8臨oα剛η乙］MT2・103．

　1etech［16tech＝απ短3コMT2・178v，

　przyrozeneho　［Pモirozen6ho＝παむ％γαあ8コ　KS・33vb，

　skuteczneho　［skute6n6ho＝7・θα，あ3，”θ短，08π乞］　E。95v．

　swarove［svarov6＝oo撹θπoゼoπ6s］MT2・185r．

　tuczne　［tuさn6＝p乞πg％θ］　MS・302v，K：S・33vb．

　zemskemu［zemsk6mu＝むθγ7836870，川3む乞oo］CT・134▽．

　　（二重短母音eeで長母音6を表示した例が一つ見られる。五〇dnee［hQdn6ニ
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ゐoπ％糀］AT・107rンCT・17r，UT・123v．）

4・穂における二重母音6［ie］に相当する音については，s6は雑多な表示方法

を用し・た。

　　　a）　ie　　　b）　ye　　　c）　ge　　　（1）　e　　　e）　血e

　　　a）miesta［m6sta＝＝伽伽哲θ3］MT2・44v。

　　　　　　　　（myesta［mista＝Zooぢ］MS・319r，KS・48va，）

　　　　　sstiedrost　［蓉t6drost＝あbθγαレ疏哲α3］　NT3・128r．

　　　　　tiela　［t益1a＝ooγpoγαコ　KS・25rb，玉IS。293r・

　　　　　trpie1　［trp61＝甜δα面］　1』IT2・186v．

　　　b）hanyenie［五an6ni＝脚γ8伽sゼ・］CT・24r。

　　　　　hnyew［hnるv二加］CT3・134v，

　　　　　mnyet［mn芭t，＝蹴伽］MS・302v，KS・33vb．

　　　　　sye［s6：sるンn6：se．＝sθ，3獅］MS・302v，KS・33vb．

　　　c）swgedomye［sv6domi＝ooπ30乞θπ吻］MS・311v，KS・42rb．

　　　d）　pohanenij［pohゑn益niンsる＝ooπ‘％脱θZ乞α］MT3。133r．

　　　　　kuoneny〔k　voll6ni＝p700♂oγαo乞oπθ］MS・289r，KS・24ra・

　　　　　penez［pen6z．p1．2．＜peniz，＝π％㎜㎜硯肌］MT2。123r．

　　　　　ginomyslne［jinomysln6＝醐α”oZ肌鰯8］AT・438v．

　　　　　Se［Sる：S61且6：Se＝3θンs伽］KS・26ra，MS・293v．

　　　　　tayne［tajnる＝000％Z6θ］CT・44r，UT。12r，

　　　e）mrav血e［mTavn6＝”θγ醐68γ］AT・33v．

　　　　　　　　（AT4・77vでは，mravnye．）

　　　また，wypovedyeny［vypo蛇d6niニpγ0307ゆo乞o］CT4・112rのように，同一語の

　　うちで，eとyeとを用いて，それぞれn6の益に相当する音を表記している例も

見られる）。

5，短母音iの表記方法には，
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a）y　　b）ijがあった。

a）gym［jim＝ん乞s］MS・302v，KS・33vb．

　na（1iegy［na（1るji＝ガぬo薦，spθ］MT2・101r．

　nykdy　［nikdy＝π％？πg％α7η］　MS・302v，KS・33vb．

　tolyk［tolik＝6απ伽3］MS・302v，1くS・33vb．

　wsrdczy［v　srdci＝伽ooγdθ］MS・301v，KS・32vb．

b）kterymij［kterymi＝9幅6％s，9幅s］MS・306▽，KS・3gra．

6・長母音i（nδ：i）の表記には，雑多な方法が用いられた。

a）　i　　　b）　ie　　　c）　ij　　　（1）　y　　　e）　ye

a）biti［biti＝郷Zsαγθ］MT2・123r．

　dawagicze［（1ゑvajice＝面π3］MS・307v，KS・39vb．

　piti　［piti＝配δθ7θ］　ムIS・322r，KIS・52ra，

b）die［di＝d観6］MT2・101r，MT・103r，

　五rziesny［hモi誉n乎＝襯μ％s，Pθ・・磁8，Pθo磁07］皿丁・103r．

　zbozie　［：§c。zboをi＝do況¢πゼ％肌，Pθouπαコ　MS・302v，KS・33vb．

c）　pohanenij［二pohan芭niンs6＝ooπむ％鵬8Z乞α］MT3・133r．

　posluhagij［posluhajiニα％（君ゼ％πオ］　MS・302v，KS・35va・

d）dawagy［dゑvaji＝面窺］MS・302v，KS・33vb．

　magy［maji＝肱ゐθπ6］MS・291r，KS・25rb．

　τytiezugycy　［ryti壬ujici，s～iニP％9πα冊3］　PT・125va．

　spolecnyk　［spole6nik＝5・oo乞％3］　MS・311v，KS・43rb．

syly［si1夕＝剛θπ3，P・ZZθπ3，P・齢3］MS・28gv，KS・24rb．

e）　bozyeho　［s～1．n～1：boziho＝dθ乞，dl乞梶π％3］］M［S・291r，KS・25rb．

　bahnye　［bahni＝pγooγθαむ，8d励］　MS・302v，KS・33va．

7・樋でouとなる音は，s6では，a）単なるuと，b）uwとで表示された。
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　　a）bu（iu［s6＝bud丘，n6：budou＝8剛彫］MS・308，KS・40ra，

　　　　gsu　［s～～：js丘，n6：jsou＝s％π6］　MS・302v，KS　g35va．

　　　　nageducz　［n6：najedouc＝＝3Pθ7απ3］　KS・26ra，M：S。293▽，

　　　　sufati〔s6＝z丘fati；n6：zouf呂ti＝己θ3p8鵠γθ］MS・317r，KS・47ra。

　　　　wladnuty［s6：v1ゑdn丘ti＝poss昭θ78，116：v1ムdnouti＝γθg脇γθ］MS・291r，KS・

　　　　　25rb　l　MS・302v．KS・33vb；MS・317r，KS・47ra．

　　　　zufagycze［sさ：z丘fajice，n6：zoufajici＝dlθspθγαπs］｝1T・196r，

　　b）zaduwczy［zadouci＝ガαπ3］MS・302v，KS・35▼a，

　なお，女性形容詞語尾・単数・第四格および第七格（n6では一〇uとなる）が，一u

で表記された。

　　　　Plnu［s6：Pln丘，nるIPlnou＝μθπα勉，pZ師］MT2・101r．

　　　　bezpecznu　［s6：bezpe6n丘；n～1：bezpe6nou＝‘％むαレ㎜，む％哲4］　MT2。101r・

8．短母音uの代りにしばしばvが用いられた。

　v　czrta　［u～5rta，s6＝p？・opθ4ゼαδoZ勉鵬］　MS・302▼，KS・33vb，

　vprzyemo［n6；upモimn6＝d舵oむθ］MS・271r，KS・25rb．

　vrzeSez　［uモezeii＝γ8s80α3］KIS・25vb，MS・293r，

9．泌の長母音丘およぴ丘に相当する音は，雑多な方法で表記された。

a）uo　　　b）v　　　c）vo　　　d）o

　a）buoh　［s～1：b6h，n6：b｛1h＝♂θ％3］MS・311r，KS。42ra，

これは特に，男性所有形容詞語尾・単数主格（nるでは毛vとなる）に，現われる。

　　dywuow［（1ivuv＝煽鵠o％Z乞］MT2・9gr．

　　hrzyeclluow［h壬ich血v＝pθoo碗¢］MS・310v，KS・41va、

　　KTistuow［Kτist丘vニ0んγ乞臨］MS・303r，Ks・35vb．

　　zyduow［茗id近v＝九磁θ哲］MS・304，KS・37ra．

b）vgmy［丘jmy讐翻γ襯θ航α］KS・1rb。

vraz［丘raz一伽。。厩。吻m］皿S。104，KS．gra．

c）　zvostaly　［z位stali＝，肌απ3θγ％πむ］　MS。106r，KS・2rb・
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　d）dostoynyesy［dastojn6j蓉i＝”8πθγαゐ脇oγ，γβ”8惚％碗oγ］MS・316r，KS・46v．

　　wwoly［vvα1i＝伽砂o臨臨］MT2・101r．

　　wole［v血1e＝ηo西観臨3］MS。289▽，KS・24va。

　　dowoa［d血vod＝γαo乞o］MT2・186孔

また，a）の揚合に，uoの代りにoのみが用いられた例もある。

　　duc五〇w［duch位v＝α肌伽θ］MT2・99r．

　　mtow［1ntαv二伽卿ゼ］CT。125rンOT・123「．

　　　（mtuow［mtαv］AT・100r，MT。103，NT。178r，PT・163rbラRT。223v7UT・

　　　115r．）

　　opilczow［sc：opilcov，nδ：opilc位v＝θδγゼ03乞］MS・308▽，KS・40ra．

　　yazikow［jazykuv＝Z珈9％θ］MT～・9gr。

さらに，男性名詞・複数・第三格の語尾（n6では峨m）が，一〇mで表記された。

　　otczom［otc位皿＝μ哲幅s］MS・311v，KS。42rb・

　10．yが，nるにおける　a）短母音i，b）長母音i，c）jにそれぞれ相当する

音を表示するために，用いられたことは，上記の1。一5，1．一6およぴ下記のII．一6

に例示した。

　しかし，逆に，n己のyをiで代用させた例もある。widiemiz［s6：vyd’miΣ＝

θのθ伽協3］MT・44▽．

　なおまた，yがijに代用された例もある。py［pij＝bibe］MS・290v，KS・24vb。

11．長母音ナを表記する方法には，次ぎのものが見られる。

　a）y　　　b）　ii　　　c）　ij

　a）rownym［rovn夕m＝αθg％o］MS・302r，KS・33ra．

　　pycha［P夕c五a＝s％Pθ76刎CT3・134v。

　b）bezmozkii［bezmozk夕二s翻勿♂鵬］AT・87v。

　c）　rzadnij　［モゑdn夕＝07d％π薦u3］　CT。129v．

12．yeは，上記1．一4に示したように，n6の二重母音益を表記するためにもp
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また，上記1・一6に示したようにn6の長母音iを表示するためにも，用いられた

（用例は当該箇所を参照）。

II．子音

　　1．c〔ts］音は，czで表記された。

　　　owcze［ovce＝o幅3］MS・302v，KR。33vb・

　　　wsrdczy［v　srdci＝伽oo7dε］MS・301v，KS・32vb．

　　　sebranecz　［s6：sebrゑnec＝哲煽απ3θ記pos窃初s］　CT4・112r．

　2．軟子音6［t∫］の表記方法は，雑多であった。

　　　a）　c　　　b）　6　　　c）　6　　　d）　6　　　e）　cy　　　f）　cz　　　g）　c2　　　h）　z

　　　a）cistota［6istota＝m％π観o¢α］MT・186v．

　　　　　necynily［ne6inili＝ηoπ∫㏄θγ観哲］MT2・184v．

　　　　　porucenstvie［poτuさenstvi＝o％7α，o％γαo客o］MT。179r，RT・243．

　　　　　6tenie［6teni＝Z800ゼo］MT2・101r．

　　　b）cwi6enie［cvi6eni＝8鎚γo乞o施鳴］MT2・185r．

　　　　　dostat6cnost　［dostate6nost＝pZεππ％40］　CT・16v．

　　　　　pe61ywost［pe61ivost＝o％7α］AT・35r．

　　　c）　proc　［pro6＝g％αγθ］　1、IT2。103v．

　　　d）dostate6nost［dostate6nost＝μθη乞臨s］AT・106v。

　　　　　obkli6e［obkli6e＝o乞γθ％肌oZ％4θむ］AT・103v．

　　　e）cyeka　［～iekゑ二皿αη86］PT2・112vb，

　　　f）　czrta［s6：～irtaニ4ゼα60Z％3］　：M：S・302v，KS。33vb．

　　　　　tuczne　［tu～in6＝嬢πg％θ］　MS。302v，KIS・33vb．

　　　　　c五udaczek　［chudゑ～iek＝”乞γpα1％p8γ］　CT2・114v．

g）obklic2e　［obkli～ie＝o¢γo％況oZ％♂θむ］　CT。13r，MT・169r．

　Paulic2ek　［Pavli6ek＝Pα脳Z％s］　MT・170v，

㌧

h）statezku［state6ku＝pγαθ臨oZ乞］MS・313v，KS・44rb．
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3．n6における軟子音♂，ご［dj］の表示には，次ぎの方法があった。

　a）d　 b）dy　 c）（1ie

　a）sti（1［styd，＝卿8］MS・313v，KS。44va．

　b）dyabelsky　［d，abelsk夕二dゼα60あo％3］　MS。315r，KS・44b．

　c）wi（1iemiz［s6：vyd，mi乞＝・θω8αm％3］MT・44v．

4．gは，e，i，yとの前にあっては，n6のjに相当する音の表記に用いられた

　（これについては，下記の6を参照）。

5。hとc五［x］とが混用された例が，見られる。

　buoch［sδ：b611，n6：b位h＝吻％3］MS・332r，KS・59rb．

　obhody　［obcho（1yニπθgoあα・］　MT2・123戦

6。n6におけるj［j］音は，s6の揚合，

　1）母音aの前では，iにより，

　2）母音e，i，yの前では，gにより，

　3）子音の前，および綴尾では，yによって，それぞれ表記された。

　1）　iakoz　［jako茗＝g秘θ規α／（肋乞04％糀］　MT2・185r。

　　ia［」ゑ＝θgo］MT2・68r，

　2）dawagy［dゑvaji＝面猛］MS・302v，KS・33vb。

　　gemu［jemu＝θ乞］MS・302v，K：S・33vb．

　　gym［jim＝んoo］MS・302▽，KS・33vb．

　　possluchagij［posluc五aji＝α鵬4乞％η孟コ　MS・302v，KS。35va．

　　sgie（ina1［sjedna1＝ooπ肥πゼ6］　MT2・103r．

　3）Paymyleyssy［nejmilej首i＝αm砺Zぢss伽包s，一賜肌，一α］MS・308r，KS・40ra．

　　day　［s～i；n6：dejニ（Zα］　IIS・302v，KS・33vb．

なお，gyによってjを表記した例がある。gyeho［leho＝θ薇εコMS・290v，KS・24ra．

7．k音を表示するために，cが用いられた例が一つある。



　42

　　　przyclad［p壬ikla（1＝θ鎚mμ％隅］MS。316r，KS・46ra．

　8．ヤン・フスは，軟子音i，1’［1」］を表示したが，いずれの稿本にもこの表示例

は見られ，ない。

　9．n6の軟子音丘［n］は，次ぎの方法で表記されている。

　　　a）　n　　　b）　血　　　c）　血　　　（1）　ny

　　　a）czynte［6i血te＝∫αo伽］MT2・68v，

　　　　皿an　［na血＝¢％60，s％p8γθo］　MS。316r・46rb，

　　　　nehynte［nehy血te＝嘱θ伽むθ］MT2・196r，

　　　　plankami［p1ゑ血kami＝”αIZ麗s］CT・13r．

　　　　posskwrnuge［poskvr血uje＝η協o％Zα6］OT・34▽．

　　　b）oh血aczek［sさ：ohna6ek，n6：0hnivゑ6＝p1じoθπ伽］CT・166▽，OT・160r，UT・

　　　　153r．

　　　c）kaz血y［sさ．n6：k直zn6＝跳吻Z伽θ］MT2・92▽．

　　　d）〇五nyacek［s6：0五naさek，nさ：ohnivゑ己＝pんoθπ物］E・96▽。

　10．n6の軟子音壬［rd3，r∫］には，雑多な表記方法が見られる。

　　　a）　r　　　b）　丑　　　c）全　　　d）　f　　　e）　ri　　　f）Ts　　　g）rz　　　五）zr

　　　a）nepriezny　［nep壬izn夕＝∫π匂％％3，乞π¢η拓o％3］　MT2・185r。

　　　　　prebiwa［p壬eb夕vゑ＝ゐαゐぬむ］MT2・44▽．

　　　　　pred［p壬edニα螂θ］MT・44v．

　　　　士czena［s6：琵enゑ＝碗o臨］MT2・179「，

　　　　　recz［モe6二臨ooゼo］MS・302v，KS・33va、

　　　　　strednost［s6：st壬ednost＝鴉04θs伽］MT2・186v．

　　　　　Tri　Nabozniello［丁壬i　Nゑbozniho＝εγ伽蜘s］MT・54▼，

　　　b）壬a（inij［壬ゑdn夕嗣oγ（泥πα哲瓢3］　MT2・101r，

　　　c）1eka垂［16kaモ＝m8臨o％3］MT2・103v．
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d）　pfikazany［p壬ik直zムni＝㎜舷α孟秘濡］　MT2・101r。

e）korien［ko壬en＝丁認吻］MT2・186，

f）ostrsyhayte［ostfihejte＝o％s‘o協6θ，α6哲8嘱伽］MS・255r，KS・10vb，

g）　berze　［s6；befe，n～i：bere＝d勉oπ］　MS。302▼，KS・33vb。

　nehrzyesye　［s～i：neh琵首ie，nる：nehfeるi＝πoπpθooαンむ］MS・302v，KIS・33vb．

　vrzesez［u壬eze誉＝γθsθoαs］KS・25vb，MS・293r、

　przate1［P壬ate1＝α痂・乞］CT2・114v・

　fzkucz　［壬kouc＝痂oθπs］　MS・321r，KS・51va。

h）pzrevracenye［p壬evr直ceni＝p8T”θ73寵αs］PT2。112va。

1L　s字の用法は，非常に混乱していた。

　1）単一s音を表記する時に，二重sを用いた例が少くない。

　　　皿issly［mysly＝3θ％s％3］MS・28gr，KS・24rb・

　　　otwyssnu　［s6：0dvis且ou＝pθη4％πむ］　双［S・289▽，KS・24rb。

　　　possluchagij［posluchaji＝α％協％猛］MS・302▽，KS。35va、

　　　sslowa［slova＝”ooαδ認α］MS・302v，KS・35▽a．

　　　sslysseni［sly善eni＝側d乞θπ・協］CT3・130r・

　　　ssye［sる：s邑l　n6：se＝3θ，s伽］MS・320v7KS・50ra，

　　　yassnieysse［jasn6j§6＝oZαγ翻％］CT3・136r，

2）s音を表記するためにzを用いた例が，見られる。

　nezkrownost　［neskrovnost＝αγπpZ髭賜do］　MS・28gvンKS。24「b・

3）sは，

　a）善音の，b）z音の，c）乞［dz］音の表示に，それぞれ用いられ，また，d）

　　　ZSとしてZ音を表示した。

a）nehrzyesye［s6：nehモる§i　l　n6：nehモe§i＝πoπp800碗］MS・302▽，1ζS・33vb、

　neslechetne［ne§1echetn6二匂πo麗Zθ］MS。289v，KS・24vb．

　sestnacz　a　sest［醜stnゑct誘est＝sθjpαgれ伽sθ切MT。289．

b）hrosen［hrozen＝批γα］AT・62v，
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　　　　〇五rysek［ohryzek＝びoZ協po鵠o彫m］AT・21r．

　　　　pras（1ne［prazdn6＝伽ωπθ］MS・289v，KS・24rb．

　　　　prochasyete［prochazete＝む7απs惚］MS・309，KS。40ra．

　　　　roscllasegy［rozchゑzeji＝協5064％勉コMS・322r，KS・52ra．

　　　　wlesyss［v16zi蓉＝乞γγθ獅3］MS・289v，KS・24ra．

　　c）1sess［1Σe蓉＝mθ窺乞γ司MS。300v，KS・31vb．

　　　　se　［老e＝％む］　ムIS。306，KS・38rb．

　　　　sena　［茗ena＝肌叙あ8γ］　hIS・301r，KS・32vb．

　　　　vrzeSez　［u壬eΣe誉＝アθ3θoα3］　KS・25rb，MS・293r．

　　d）mrzskOst［mrzkOst＝施γ餌嘱o］MS・308r，KS・41．

4）二重sは，上記の・単一s音の表示のほかに，a）も音の，

　　音の表示にも，それぞれ用いられた。

b）z音の，c）茗

a）1sess［1をe蓉＝m8窺ゼ7ゼ3］MS・300v，KS・31vb．

　　wlesysse［v16zi菖＝砂γ8μs］MS・289v，KS・24ra．

b）1ybessnye［1ibezn夕＝乞％o％舷％3］MS・289r，KS・24ra．

　　wless1［v16z1＝ぢ7γθps¢］MS・289r，KS・24ra．

c）muss［mu乞＝んo窩o，擁γ］MS・306，KS・39「a．

　　　　　（MS・317v，KS・47raでは，muzzと表記）。

12．n6の軟子音§［∫］を表記する方法も，雑多であった。

a）　s　　　b）　き　　　c）　ss　　　（i）　z　　　e）　cz

a）上記11－3）一a）　のほかに，

　　hrziesny［hモi§ny＝乞鴉pゼ秘3ンp800α1施3，pεoo（乙孟oγ］MT・103r．

　　mastalerz［ma蓉tale壬＝s励％Zαγ薇3］CT2。22r．

　　speherz［s6：誉pe五e壬＝6zpZoア砿07コ　MT2・54v。

　　wselike［vもelik6＝g％o吻％8］MT2・131v．

b）§ybalstwie［善ibalstvi＝Zαεo初ゼα］AT・113．



45

c）上記11－4）一a）のほかに，

　wssudy　［v誉udy＝％ゐ吻％θ］　MT2。169r．

　　sslysseni［sly善eni＝側d乞θ禰α］CT3・130r．

　sstiedrost［菖t6drost＝あδ8γαZぬン3］NT3・128r．

　yassnieysse［jasnるj§6＝oZα痂s餓8コαP3・136r．

（1）vrzesez［u壬eze蓉＝γθsθoαs］KS・25rb，MS・293r．

　zczastne［§t，astn6＝∫θ翻必］　PT。167rb．

e）　1epczye　［1ep誉i＝窺θあoγ］　］M［S・311v，KIS・42va．

13．n6の軟子音tン，t［tj］は次ぎのように表記された。

a）　t　　　b）　ty　　　c）c　　　d）δ　　　e）cz

a）mnet［mnet7＝鵬θ，？脇］MS・302vンKS・33vb．

　wzdyt［vをdyt，ニsθ篇μ7］MS・302v，KS・33vb．

　yat　［jゑt，＝＝θgo］　玉IS・302v，KIS・33vb・

b）krzestyan［k壬est’ n＝・んγ翻一IMS・3・7「，KS・39「b・

　nestyastnjj［ne§t，astn夕二乞頭θZ物コMS・308r，KS・39rb．

c）sscepeni［§t首peni＝商soo74毎］CT3・32r、

d）zδastne［善t7astn6＝∫θZ物コAT・104v。

e）zczastne［誉t，astn6＝∫θあのコPT。167rb．

14．vが，母音uの表示に用いられた。

　　　v　czrta［u6rta＝pγopθ協αゐoZ％鵬］MS・302v，KS・33vb．

　　　vkazuge　［ukazuje＝03むθπd励］MT2・103r．

　　　vpTzyemo［s6：up壬imno，n6：up壬imn6＝協γθo哲θ］MS・291r，KS・25rb．

　　　vzitek　［u乞itek：％あZπαls］　MT・186r．

15．n6のvに相当する音は，wによって表示された。

　　　dawagy［dゑvaji＝4α窺］MS・302v，KS・33vb．
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krawy［kr五ry＝脇ooθ］MS・302v，KS・33vb・

owcze［ovce＝o面3］MS・302v，1くS・33▼b．

sslowa［slova＝拶ooα6％Zα］MS・302v，KS・35va，

wladnuty［v1ゑdnuti，s6＝po33掘θγθ］MS・291r，KS・25rb。

wsrdczy［v　srdci二伽ooγ46コMS・301▽，KS・32vb．

wzdyt［v茗dyt，＝sθ㎜pθγ］MS・302▽，KS・33vb、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

16zは，a）る音の，b）s音の，c）乞音の，表示のために，それぞれ用いられた。

a）　statezku　［state6ku＝pγα6（彦oあ］　MS・313v，KS・44rb．

b）nezkrownost［neskrovnost＝αmpZ伽♂o］MS・28gv，KS・24rb，（上記，11－2））。

c）　bozie　［boをi＝dl乞面η秘s］　MS・302▼，KIS・35▽a．

　wzdyt［vΣdyt，＝3伽pθγ］MS・302v，KS・33vb。

　zadne　［彰ゑdn6＝nullum，non　ullum］　］M［S。319r，1ζS・48vb．

　zbozie［zboをi＝40瓶π戯糀，pεo観惚］MS・302v，KS・33vb。

　ze　［彰e＝％哲］　MT。196r，MS・293r，KS・25rb．

　zywoczyc五［彰ivQ6ich＝ω％加αZ］MS・313▽，KS・44va．

17．軟子音乞の表記方法も，雑多であった。

a）z　　　b）　2　　　c）　s　　　d）　zz

a）16－c，の用例のほかに，

　1ezy［1e茗i＝pos伽3θεむ］CT4・172v．

　w　temz　［v　t6nユ茗＝＝づ7乙9駕o］　MT。9gr。

　zadost［瀕dost＝pθ伽づo］皿丁2。51r，MT2。186▼．

　zalozenie［zalo乞eni＝＝ooπ3哲乞臨o乞o］MT2・186▽．

　zenie皿ye［彰enるni＝π％卿α］CT2・18r．

b）2adost　［老ゑdost＝pβ亡ゼo乞o］MT2。51r，MT2・186▽，

　z（1r2edlnost　［s～i；n～i：zdrΣelivostニαゐ3あπθ冗6乞α］　MT。186，

c）用例は，上記11－3）のほかに，
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　wasyss［s6：v能i誉＝pθπ3ω3］MS・304v，KS・37va．

d）（10brozzadost［s6：dobro猛dost＝p磁勿60boπoγ％隅］UT。24▽，

　nezz［neΣ＝9瓢鵬］MS・302▽，KS・33机

　zze［をe＝筋］MIS・302v，KS・33v．

もっとも，二重zが単一z音を表示するにすぎない例も見られ’る。

　mrazz［mrゑz＝∫吻％3］MS。308r，KS・39rb．

　oPlzzost　［oplzlost＝乞肌郷dゼあ6ゼα］　MT2・185丸

注

1）　これは，フライシュハンスの手で，次ぎのように刊行された。

　　‘Mag。Io．Hus　Sermones　ill　Bethlehem．1410－1411，，1－V．

　　Vydal　Vゑclav　Flaj善hans，Praha，1938－47．

2）　これはyチニコスロヴァキア科学アヵデミーから，次ぎのように刊行された。

　　‘Sermones　de　Tempore　qui　Collec悟dicuntur／Ed。

　Ane甑a　Sc五midtovゑ．》Magistri　Iohannis　Hus　Opera

　Omnia．Tom，VII，6SAV．《Praha，1959．

3）　もちろん，これら諸稿本の内容は，ラテン文を主体とするが，その間に稿本作成者によっ

　て多数のチェハ語が挿入されている。

∬一2

　　　　　　　　　　　　　　　1）
　ヤン・フスは，その『アベツェダ』を，次ぎのように構成した（下部の［

泌字母によってこれを書き換えたものである）。

　a　　b　　　　　　　　　　　　c　　6

　A　　bude（w∫oudn夕　den）　ce16　6eledi

　［A　bude（v　soudllim　dnu）　ce16　るeledi

］内は，

　　　　　　　　d　　d

（w∫em∫watジm）　dゑno　dedictwie　（nebe∫k6krゑ10w∫tvie）［；］

（vもem　svat夕m）　dゑno　d6dictvi　（nebesk6krゑ10vstvi）［1］

e　f　　　　　　　　　　　　　g　　　　　　h

ej　farゑ受　　（Ge2i5knie2）　［，］　　gen2　（ge∫t）　ho∫po（ilin

ej　farゑモ　（Jeをi§knる老）　［，］　jen茗（jest）　　hospodin
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i
　2）i
l
i

るili

y

y（tak6）

i（tak6）

k

krゑ1

krゑ1

1

1idi［1］

1idi［1］

i
iゑkゑn（od

1ゑkゑn　　（od

（1yabla

d’abla

a　od

a　od

knie2ie）

kn6をi）

m　　　　　　n

mnoho　nゑs

mnoho　nゑS

血

血ekdy［；］

nるkdy［1］

　
n
n
O
O
O

（t．w血em　budeme　na　vieky　bydleti）

（t．v　nるm　bu（1eme　na　vるky　bydleti）

P
pokog

pokoj

r

rゑd　（（10brovolnie）

rゑd　（（10brovoln6）

hfiechu）

h壬ichu）

壬

rゑdem（bez

猛dem（bez

∫

∫10u2i1（ka2d6mu610vieku）［1］

slouをi1（ka老（16mu～～10vるku）　［；］

　　　　　　　　　　　　t

（w’ie　ctnostie）tak

（v営i　ctnosti）　tak

モ

ieモ1estn夕

t61esn重

u

ukゑzav

ukゑzav

’

’1ec豆etn夕

蓉1ec五etn夕

（∫w重mi∫kutky）

（sw夕mi　skutky）

V

veliko∫t　（bo2∫tvie　y610vie6ien∫tvie〉

velikost（bo老stvi　i　～110v66enstvi）

W
W
V

∫obie

sob6

X

xi1　（k（1y2du∫i　pu∫ti1）

ksi1（kdy老du獣pusti1）

Z

za　ny

　　　　ノ
za　nas
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5　　　　　ch

5iwotem　chモe，（nゑs∫pa∫iti），gen2ge∫t　konec

老ivotem　clltる，（nゑs　spasiti），jen乞jest　konec

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［6］

y　po6ゑtek（v∫eho　dobr6ho）po2ehnanナna　vieky．

i　po～iゑtek　（v誉eho　dobr6ho）poをehnan夕na　vるky．］

　この『アベツェダ』は，民衆教育のために，次ぎのような宗教的意味を含ましめら

れて，構成された。

　‘しかして　（審きの日に）なべての僕（聖なる者）に　相続（天の王国）　与え

られん。みよ　民を牧する者（聖職者イエス）　そは　民の主　すなわち民の王なり。

われらは　多く　時ありて　（悪魔と聖職者とによりて）惑わさる。かれ（すなわち

われらが永遠にそのうちにある者）は平安にして　よろこび（すすみて）（罪を伴

わざる）掟てにより　なぺての者に仕えたりき。かくも　（徳にみち）高貴にして

しかも肉をもてる者は　（神性と人間性との）偉大さを　（自らの行ないによりて）

自らのうちに示しつつ　（息絶ゆる時）（われらの救済を）ねがい　いのちかけて

われらのために　嘆きたりき。（なぺて善なるものの）始めにして　終りは　これな

り。’

　ところで，n6のアルファベタは，

　短母音a［a］，長母音ゑ［a：］，b［be＝］，c［tse：］，軟子音6［t∫e：］，d［de：］，軟子音

d’，d［dje＝］，短母音e［e］，二重母音6［ie］，長母音6［e：］，f［ef］，g［ge：］，h［ha＝］・

c五［xa＝］，短母音i［i］，長母音i［i：］，j［je＝］，k［ka：］，1［e1］，m［em］，n［en］，

軟子音n［ep］，短母音o［o］，長母音6［o：］，P［pe：］，q［kve：］，z［er］，軟子音

　　　　　　壬［er3，er∫］，s［es］，軟子音§［e∫］，t［te：］，軟子音t’，壬［tle：］，短母音u［u］，小

線付き・長母音丘［u：］，小円付き・長母音＆［ul］，v［vel］，二重w［ve＝］，x［iks］，

短母音y［i］，長母音夕［i＝］，z［zet］，軟子音乞［d3et］，

　であって，これをヤン・フスのそれに比較する時，両者の間には，フラィシュハン

冬が指摘する四点の差異をも含めて，以下のような相異がある。
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　1．のちの『チェハ語正字法』では，ゑ，6，i，6，丘，夕の・泌における‘小線付き・

長母音7がすべて使用を提唱されるのであるが，『アベツェダ』では，そのうち6と

丘，およびn6が持つ‘小円付き・長母音’豊とが，姿を現わしていない。

　豊については，ヤン・フスはこれの使用に思い至るはずもなかったが，しかし前者

の・六つの‘小線付き・長母音’は，『アベツェダ』の制作期にすでに，彼の中に着想

されていたと推定してよいであろう。

　2．『アベツェダ』では，琵の長母音iは，ieで表記されていた（bo2stvie，010v－

ie6ienstvie，ctnQ∫tie，δedictvieン11受iech，knie2ie，krゑ10w∫tvie，w∫圭e）。

　3．『アベツェダ』では，n6の6は，軟子音の後にある揚合以外は，ieで表記さ

れた　（610viek，610vie6ien∫tvie，（10brovolnie，knie2ンknie2ie，∫obie，モiele∫tn夕　［n6

＝t61esn夕］，vieky）．

　4．軟子音の後に立つ時は，n6の6は，単にeで表記された（dedictvie，血ekdy，

chモe）。

　5．また，『アベツェダ』では，るは，chと共に，アルファベタの最後におかれて

いる。

　6．穂におけるg音は，『アベツェダ』には欠けている。

　7．『アベツェダ』では，gは，e，iの前にあっては皿6のjに相当する音の表記

に用いられている。

　（これにたいして，『チェハ語正字法』では，n6におけるとひとしいj字母使用が

規定される。）

　8．従って，『アベツェダ』には，j字は，間投詞ejに現われるにとどまり，字母

としては扱われていない。

　9．樋のq字母も，『アベツェダ』には，存在しない。

　10．『アベツェダ』は，語の綴頭・綴中には∫を，綴尾にのみsを，それぞれ使

用している。

　11．nるではwは，外来語においてのみ用いられるが，『アベツェダ』では，母音

に先行する揚合にはVを，しからざる揚合にはWをVの代りに，それぞれ使用す

る，という区別が立てられている。

　12．n6は，軟子音の表記符号として・（ha6ekニ‘小鉤’の意）を用いるが，『ア

ベツェダ』は，・（nabodeni6ko＝‘小点ンの意）を用いた。

　13．『アベツェダ』に現われるi字母ならびにi音は，n6にはもはや存在しな

ヤ、o
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　以上にあげた・両者間の・少からぬ相異にもかかわらず，さきに『アベツェダ』を

構成する文章の・n6字母にする書換えによって承知されるとおり，この相異も，ヤ

ン・フスにおけるアルファベトとn6におけるそれとの間にある大同を妨げるもので

はない。とりわけ，すでに前第H節一1で見たように，乱雑・混乱をきわめた・当

時の表記方法に対比する時，ヤン・フスのアルファベタは，まことに単一・明確であ

って，チェハ語表記法上の・画期的な事業であるばかりでなく，まさにこれこそが，

n6アルファベタの基幹を形づくった，と評してよいであろう。

　ノヴォトニーが，ヤン・フスの中にくチェハ文章語の創造者＞を見たのも，その理

由によるものであるし，また，フライシュハンスは，『チェハ語正字法』への“序文”

の中で，ヤン・フスの功績を，次ぎのようにたたえている。rヤン・フスの正字法は，

…チェハ語一般を支配し，のちには，ク・アチア語，スロヴァキア語，ラウジッツ語，

部分的にはポーランド語にも受け入れられ，現在，全チェハ語の科学的書法として採

用されている。音のとおりに書く，一一音一文字という・フスの原則は，最も広

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）汎な民衆層の教育を著しく容易にし，今日なおフスの栄誉となっている」。

　ところで，母国チェハ語の表記方法の統一・純化を求めるヤン・フスの工夫が，乱

雑をきわめた表記現実の克服に理由を持つものであったとしても，その混乱が生ずる

に至った・いま一つ深い原因は，どこにあったのであろうか。

　ヤン・フスが『チェハ語正字法』でまず語ろうと志したのは，まさにその消、良、であ

った。

注

1）『アベツェダ』には，‘トゥシェボニュ稿本ンのほかに，六種の稿本が存在する（Bart蕊：

　Opcit，str．101）。

　　ここでは・フライシュハンスが再録した・二種の『アベツェダ』（Flaj馳ans：MistrJan

　Hus・str・273；Mistra　Jana　Husi　sebran6spisy，Svazek　V，str．18）と，ドブロフス

　　キーの再録にかかる‘プ・スチエヨフ刊本，のそれ（Dobrovsk夕：Gesch　d，bOhm．SpL

　str・304）とに，依拠した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【

2）　ヤン・フスがここで用いたili［＝sθ％］は，セルボ・クロアチア語である。

3）　Mistra　Jana正【usi　sebran6spisy．Svazek　V．str，106．

皿

　　　　　　　　1）
　『チェハ語正字法』の導入部で，ヤン・フスは述べている，「もし，チェハ人が自

己固有の文字を持ち，われわれの国語に特有な字母を持っているのであれば」，チェハ
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語表記のためにラテン語字母の上にこのような・特別な工夫を凝らす必要はなかった

であろう，と。つまり，『チェハ語正字法』が制作されるさいの・最も基本的な立揚

は，チェハ語が，スラヴ語系に属しながら，しかしその表記のためにはラテン語字母

を使用せざるをえない，という矛盾の自覚であることは明らかである。

　もちろん，この矛盾は，単にスラヴ語対ラテン語の関係においてばかりでなく，広

く各国民語とラテン語表記体系との間の矛眉として，とらえられている。このことは，

ヤン・フスが，一ラテン語文字が，ギリシァ人，イスラエル人，ドイツ人にとって

不充分であるのと同じように，それがrチェハ人にとっても不充分であるところから。

チェハ語でものを書く人々の間に，互いに食い違いが出てきたり，過った綴字が行な

われ，このために発音の上にも読み方の上にも困難が生じている」一と語っている

一文に見られるとおりである。

　すでにプラハのエマウゼ修道院で，古スラヴ語，グラゴール（フラホール）文字を

　　　　　2）
研究していたヤン・フスの心をとらえたのは，ラテン語字母によっては表記し尽せ

ぬ・チェハ語の個性であり，両者の矛盾が必然的にうんだ・チェハ語表記の混乱への

憂慮であった。このところから，われわれは，『チェハ語正字法』の基本的立揚を，

支配的国際語であるラテン語にたいしてチェハ国民語の固有性を主張する，という意

味で，ヤン・フスにおける文化的ナシ田ナリズムと言いかえることができる。

　ところで，『チェハ語正字法』には，なお，第二の立揚がある。それは，ヤン・7

スが，上のように国語の個性を強く自覚しながらも，しかし，チェハ語特有の音を表

示するための「新しい文字の造形は，教育にとっても，書物の醗訳にとっても，困難

を齎らすことをおそれて，これを避けた」，と述ぺているところに，おのずから語ら

れている。つまり，それは，『チェハ語正字法』が，母国語学習の教授方法の基幹た

ろうとする立揚である。なぜなら，ヤン・フスは，この正字法によって，r青少年に

とって，読み方がたやすくなり，綴字についても混乱が生じなくなる」ばかりでなぐ2

一般にチェハ人にとって，国語を「敏速に書き・読むところの平易性」が獲得され，

「的確・敏速に読む」可能性が保証されることを，志したのであった。‘教授と学習

とにおける平易・的確・敏速’の原則は，のちにコメンスキーにあって教授方法の指

導理念とされるのであるが，われわれは，それがすでにヤン・フスの求めるところで

あったことを，知るのである。

　さて，『チェハ語正字法』の本論は，チニハ語（ならぴにイスラエル語，スラヴ語

ドィツ語）の・ラテン語にたいする固有性を，ch［x］音および鳶，∫［∫］音を表記す

るに足るラテン語文字の欠如の指摘から，始められている。
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　ラテン人ももちろん，chと続けて表記し発音することは，chamus，mich，nichi1，

、Mic五ae1などの語に，明らかであるけれども，しかしその発音は，チェハ語の場合と

異なる・すなわち，ラテン人は多様の種族からなり，従って上掲例語の発音も多様で

ある。あるものは，これらをそれぞれkamus，miki，niki1，Mikae1と発音し，また

あるものは，c－hamus，mic－hi，nic－hi1，Mic－hae1と発音して，cの音を正しく保存

するが，しかし他の種族の間ではcの音は殺されてhamus，mihi，nihi1，Mihae1と

なる。しかし，いずれの揚合にも，ラテン人の間では，チェハ語chの持つ音［x］は，

聞かれないのである。

　ヤン・フスは，このチェハ語のch音を表記するために，しかし，上述のように‘新

しい文字を造形する道を避けた’。彼は，ラテン人の使用するchの文字を採用する

のであるけれども，そこヘチェハ語ch音の発音方法の指示を加えたのである。rこ

れの発音は，舌を口蓋から離し，発音の終りに舌を下の歯の根もとに軽くあててまる

めると生ずる」。

　ヤン・フスの『チェハ語正字法』の卓越性の一つは，それが，各子音と諸母音との

結合関係を，語の綴頭・綴中・綴尾のおのおのについて規則化して，例示したところ

にある。

　上のchについては，こう規定される。rこ・れは，チェハ語の場合，iを除く全母

音と結合する。ただし，iの代りにyとは結合する」。aとの結合例はc五alupa［＝

侃s司，eとの結合例はchechet［＝7ぢ3％3”α♂4％3］，yとの結合例はchy忌e［＝6％g％一

γ薇鵠］，oとの結合例はchod［＝獅o］，uとの結合例はchud夕［＝鎚包pθγ］である。

　しかし，このchも，r綴尾では，iを含む全母音のあとにおかれる」。aのあとの

例は五τゑc五［＝μ3襯コ，eのあとの例は1ech［＝p7αθ3％s］，皿ech［＝鵬秘so％s］，iの

あとの例は1ich［＝哲脚勿6％♂o］，1ic五6［哲雛pθ］，mnich［moπ㏄加3］，oのあとの例は

Toch［＝6％γγ¢o％Z司，doch［＝3勉拠θη6％鴉］，∫och［＝％Zo7％mコ，uのあとの例はbu－

ch［＝伽鵠ノ］，duch［＝sμ7伽3］，yのあとの例はpych［＝伽薇惚］，p如ha［ニ

ε％pθ航司，kych［＝s6：s伽π％6鰯o，n6；k如h］である。さらに，chは，綴中でも

全母音の前に立っ。

　このc五に即して，ヤン・フスは，いま一つ，ラテン語体系にたいする・チェハ語

の特性の指摘を試みている。チェハ語は，母音を媒介とせずに四ないし五箇の子音が

連続する語を持つのであるが，ヤン・フスは，これを，c五を含む語例によって示す

のである。「母音なくして綴字はありえぬ，という・ラテン語の規則に反して，〔チェ

ノ・語は〕母音がなくても，綴字・語をつくる」。これの例としてあげられるのは，ch・
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rt［＝びθγ如g麗］，krc11［ooθη乙θ‘θγ薇肌］，mrch［＝oo塑o剛鵠θp％ε哲o剛η司，wrch［＝o％♂一

％π］である。もちろん，これらのほかにもpr∫t［＝4ゆ6％s］，∫mrt［＝篇oγ3］など，

多くの・こうした語が存在するのであって，ヤン・フスは，rこれらの語を，母音を

入れて発音すれば，チェハ人が，聞いていて笑い出すことは，うけあいである」，と

述べている。

　以上のように，ヤン・フスは，まずラテン語にたいするチェハ語固有音の一つであ

るch音をとりあげたのち，次ぎに，他の固有音一chと共に最初指摘された台，’

音を含む・一連の軟子音一の表記方法を，提示する。すなわちδ，4，i，血，を，忌，∫，

モおよび2が，こ．れである。

　われわれは，すでに，十五世紀のチェハ語にあっては，上記の軟子音の表記が，い

かに乱雑な様相を呈していたかを知っているのであるが，ヤン・フスは，この現実に

たいして，‘字母上の小円点’によって，ラテン語規則によって発音される諸子音（c，

d，1，n，r，s，∫，t，z）と，チェハ語規則に従って発音される上掲軟子音とを，区別し

て表記する，という方法を考案した。これはまことに明快・単純な方法である。r上

掲文字［c，d，1，n，T，s∫，t，z］のいずれかの上に，円点をおかなければ，ラテン人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
の発音と同じくなる。点をおけば，チェハ語規則による発音になる」。そして，ヤン・

フスは，この相異を，以下の対比で示した。

α
乱
L
n
L

cizi［＝Pθγθ9γ伽S］

den［砒3］

1ich［飴P伽40］

且OS［＝παS％3］

rゑd［＝ん伽γθ］

∫，s．∫uk血e　［＝6％πゼoα1コ

t，　　trdio　［＝o乙（測α］

3．z丘fa1重［＝観伽s］

Oech［詔・んθ肌％s］

delo〔＝6・猟8惚］

iyko　［：＝s％ゐθγ］

pe血［むγ槻・％3］

壬ゑd　［＝oγ40］

∫idio　［罪3αわ％Zα］

モich6［＝9％¢θ舳窩，n～1：tich6］

2ivot　［＝”乞6αン00γP％3］

　『アベツェダ』に姿を現わした・一連の軟子音は，この『チェハ語正字法』で上の

対比を通じて，一段と体系化されて，n6の表記方法の基礎となった。

　このあと，ヤン・フスは，aとbとについては省略し，前述のように，6，c以下の

子音の・諸母音との結合規則を述べていく。

　まず，6は綴頭の揚合，aのまえ（例：dakai〔観ω％1樋1るekej！］），eのまえ

（例：6echu［＝Bo舵惚］），iのまえ（例：oiny［ニα鰯oπ8sコ）に1ま，それぞれ立つが，
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しかし，oとuとのまえに立つことは，一とくにモラヴァ人の揚合に　　稀であ

る。しかし，綴尾では，o，uを含む全母音のあとに現われる。乱のあと（例：p1配

［＝Zαoγ伽α060］），eのあと（例：1e6［＝π¢s乞］），iのあと（例：kliご［＝oZ砺3］），oの

あと（例：mod［＝％γ伽司），uのあと（例：1uO［＝伽磁］）。

　上のような6の規則にたいして，cは綴頭にあっても全母音のまえに立つ・aの

まえ（例：calta［＝θγ％3鰯α］），eのまえ（例：cecik［＝p卿ゼ臨］），iのまえ（例：ci－

zi［＝p8γεgγ伽％3］），oのまえ（例：co　si［＝g脇483］），uのまえ（例：cudn夕［oα3一

孟％3］）。また，cは，綴尾でも，全母音のあとにくる。aのあと（例：plac［＝ω78α］），

eのあと（例：1ec［＝∫07㎎の］），iのあと（例：plic［＝p％伽o］），oのあと（例：noc

［＝πo∬］），uのあと（例：tluc［＝郷Zs％s］）。

　ここで，ヤン・フスは，cについて，チェハ語字母Cの発音とラテン語字母Cの発

音との相異にふれ，「ラテン語の揚合にa，oのまえでは失われてしまった・本来の

音を，cは，チェハ語では相変らず保持している」と述ぺ，また，「cは，ラテン語

の綴尾では，本来の発音を失って，kの音となる」（例：1ac，alec）としるしている。

これは，実は，のちにチェハ語字母kについての叙述の中に現われるように，チェ

ハ人の青少年にラテン語を学習させるさい，綴頭および綴尾のラテン語字母cをk

に書換えkと発音させ，これによって，チェハ語字母cの発音との混乱を防ぐ，と

いう・彼の提案の伏線の役割を果たしていると考えられる。

　次ぎに，dは，綴頭では，iを除く母音と並置される（例：da1［＝4⑳乞］，dedek

［＝％郷p司，dob呼［⇒o賜3］，dub［＝g％θγo％3］）。dが綴頭で，iと並ぶことは，稀

であるが（例外：Dioniz［P乞oπ〃s％s］）しかしyと並ぶことは通例である（例：磁m

ニ％椛％s）。これにひきかえ，綴尾では，dが，他の母音のほか，iのあとにも立つこ

とが通常であって（例；hlad［＝ノん鵠us］，1ed［ニgZαo乞θ5］，1id［＝加観o］，rod［＝παoゼo］，

chud［＝ん伽opα％p8γ］），むしろ，yのあとにくる例の方が稀である（例外；∫tyd

［＝9θ乙顔o］）。

　aは，主として，母音e，iのまえに立つ（例：aevice［＝T¢γgo］，dedictvie［ん8Tθ4¢一

むαs］，diw［＝惚7αo％Z％窩］，diek［＝gγα伽］）。少くとも，マジャール語のdo，duの

ように，o，uのまえにaがくる語は，チェハ語には皆無である。

　aと母音aとの結合について，ヤン・フスは，r少くともチェハ語では，d飾e1［；

d鋤oZ％s］の語のように，aのまえにdをおいてもよいのではないか」，という主張

を持った・前掲のように，diabolusは，s6ではdyabe1のほか，diabe1，diゑbe1と

表記されていた。これは，d音の表記方法が存在しなかったことに関係する，と考え
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るほかないのであるが，しかし，n6では，まさにヤン・フスの主張したとおりにd呑

be1と表記されているのである。

　ヤン・フスによれば，軟子音dの表記方法については，彼の工夫のほかに，dの

あとにiをおき，それに他の母音を添える方法（例：dia一，die一）も，考えられた，と

いう。このことは，われわれもまた一例についてながら見たのであるが，この方法は，

一iが，発音にさいして大部分吸収される，つまりiが子音化してj音となり，

従ってdeva［＝p％8ZZ司は，dievaとは書かれるが，しかしその発音はdjevaと響

く，一という音声学的考慮を伴っていた，とヤン・フスは述べている。しかしなが

ら，彼は，あえてaによる表記方法をとった。その理由は，‘dia一，die一’論者の主張

も，所詮は音声学的にdに帰着する，という理論的な判断であった，と言わざるを

えない。彼が，慣行的な‘dyabe1’表記を覆して，「いずれにせよ，どのような揚合

にもyと一諸にdを書かぬように憶えておくことが必要である」，と断言した背後

に，われわれは，ノヴォトニーと共に，ヤン・フスの‘高度の理論的能力7を見るべ

きであって，彼の主張した‘dン訪e1’表記がn6に保存されている理由も，そこにあ

る，と言えよう。

　ところで，aは，綴頭では上のような制約を受けるけれども，綴尾にあっては，全

母音のあとに立つ。aのあと（例＝m1記［＝伽θπ‘％3］），eのあと（例：ved［＝ぬo－

8コ，hlea［＝醐θ］），iのあと（例：klid［＝％ご8］），oのあと（rod［＝gθπθγ司），uの

あと（例：∫ud［⇒％♂¢0司，五ua［＝掬θZZα］）。

　チェハ語では，fを含む語は，ufゑ1n［＝o伽飼o］，およびこれ’から合成される語，

：neufゑm［＝砒が♂o］，doufゑm［＝3pθγo］，z丘fゑm［＝dθsp8γo］ンあるいはfi［pん％〃〕

など，多くを数えないのであって，fは，むしろ外来語に用いられる（例：fik［伽一

粥］，Filip［＝Pん昭pp％ε］，far肚［＝3㏄θγdos］）。注意するぺきは，チェハ語の揚合，

p十hによってf音を表示することは全くなく，外来語もすべてfで表記される，と

いうことである（例：Philip→Filip，フェニキア語phaggimに由来するラテン語

五cus→fik，　ドイツ言吾Pfarrer→farゑ丑）。

　なお，fは，綴頭にあっては，o，e以外の母音と結合する。uと結合する例として

は，f丘kゑ［＝ガα司，f丘k［＝”θ撹％s］がある。

　R。キューナーは，ラテン語字母の発音を論ずるさいに，「eおよぴiのまえのg

は，後期ラテン語では摩擦音jに発展し，ロマン諸語の場合には全くラテン語jと
　　　　　　　　　　　　　4）
同じに取扱われる」と注記している。ヤン・フスもまた，軟音gを硬音gから区別

した。しかし，彼が区別した軟音gは，キューナーのしるすものとは異なる。
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　すなわちヤン・フスは，母音a，o，uのまえに立つg（例：gaudium，Goli＆s，gu－

stus）を硬音gとし，これにたいして母音e，iのまえにあるg（例：genus，gigno）

を軟音gとして，両者を区別した。そして彼は，「チェハ人は，硬音g［n6におけ

るg音］を必要としない。……チェハ人が書物を読む揚合には，Og［Gogコ，Magog

のようなイスラエル語名詞を読まねばならないが，この揚合には，必要に応じて軟音

gに硬さを加えなければならない」と述べているのである。彼のいう軟音gとは，

hus［＝αusγoγ脚π］となるgus，hubi［＝♂θZ磁］となるgubi，五丘ba［＝os］　となる

g飾aにそれぞれ現われる軟音gであり，すなわちa，o，uの前でもh音に転ずるg

音である。ヤン・フスは述べている，　　モラヴァ，チェハヘのキリスト教伝来にま

つわる伝説に登揚する聖ヴァーツラフの母Dragomi士は，今ではDra五〇mi丑と発音

されている。またかつてチェハ人は，b6g語を話しており，そこからBogemusと

呼ばれたが，今ではそれはb6h語と呼ぱれ，このところからBohemusの名称が出

てくる。同ように，かつてのPragaはいまチェハ語ではPrahaである一と。

　しかし同時に，ヤン・フスが，キューナーの伝える‘j音化したg’を知っていた

ことも，『アベツェダ』で自らe，iのまえではjでなくgを用いたところから，明

らかである。

　ところが，ここで注目すべきことは，彼の中に，この時すでに，9によってjを表

記する方法は廃するべきであり，jを用いる方法こそ正当である，とする、思考が生じ

ていたという点である。すなわちヤン・フスは，iaculum，iocus，iustusの揚合のi

を子音jに相当させた「ラテン人にならって」，チェハ語においても，iを綴頭でj

とし（例：Jan［＝」硫脇πθ3］，Jakob［＝』㏄o司，Jarek），綴中でjとし（例：Trajan，

Burjan，：Pabjan），綴尾でも同じくjとする（例＝m6i→m6j［＝聯賜3］，tv6i→tv6j

［＝孟徽3］，16i→16j［＝3θ臨椛］）ことを提唱した。そして彼は，この表記方法におけ

る・画期的な変換について，「以上の語は，［軟音］gを用いても書かれようが，一

例えば，Gan，Gakub，Garek；Trogan，Burganlln69，tv69，169rしかし，この

ような書法は，すでに廃され，前者［，］を用いる方が，ヨリふさわしいのである」

と述ぺている。

　この変換は，『アベツェダ』に比べて『チェハ語正字法』を一段高みにおく点の一

つであり，n6におけるj字使用の基礎を据えたものであることは言うまでもないが，

当時の表記方法における・j音に相当する軟音gの支配を排して，この変換にヤン・

フスを導いたものは，やはり硬軟両用のg字使用を避けて，単一な表記方法をチェ

ハ語音」に与えたい，という思索であったろう。
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　スラヴ人が持たぬチェハ語のhは，綴頭ではiを除く全母音に先行する（例；had

［＝観g％ゼ3］，herink［＝舵7θπg司，holub［ooZo励α］，h丘ba［＝03］）。iに先行するのは，

女の・高い笑声，馬のいななきを表わすh，hi，hiの場合のみである。しかしhは，

綴尾では全母音に後続する（例：prゑ11［＝Z伽θπ］，1eh［＝o％協％3］，mih［＝鴉o昭π孟一

％m］，roh［＝η8γs冨司，1uh［＝郷sα犯］）。綴中では，hはiを除く全母音のまえに立つ。

しかしyに先行することは，綴頭（例：五ybieti［＝θ協％so8γθ］），綴中（例：zahy煎ti

［＝θ¢α糀伽α7司），綴尾（例：druh夕［＝s80％π4％s］），いずれの揚合にも見られる。

　われわれは，s6における・iとyとの混用についてすでに知った。ヤン・フスは，

この混用にたいして，両者の区別を主張し，「iの代りにyを書くことも，その逆で

あってもならぬ」と指示し，さらに加えて，yはそれが単独で用いられる・二つの揚

合，　　すなわち，一つは驚嘆の副詞として用いられる揚合（例：‘y　die＄ty　to　P’

［＝‘sσo　d獅“％P’］）二つには，接続詞として用いられる揚合（例：‘vy　y　oni　dob丑ie

∫te　vδnili．’［＝‘伽乞ZZ¢g％8ゐ8紹∫80θγ％π6’］）［n乙では，この・いずれの揚合にも，yでは

なく，iを用いている］一を除いて，r語の初めに書かれることはない」，と定めてい

る。もちろん，綴中・綴尾にyが用いられる例は多い（例：iyko［＝s⑳θ㌍］，皿重dio

［＝sαンpo］；（1ruh夕　［＝sθo秘舷秘s］，hrub夕　［＝oγωε3％s］，chud夕　［＝pα％p8γ］l　ty［＝6％］，

vy［＝”03］，my［＝π03］）。

　次ぎに，kは綴頭，綴中，綴尾のいずれにあっても，母音a，e，o，uのまえに立つ

が，iのまえに置かれることは稀であり（例外：kirchov［＝oo蹴8‘醜％㎜］），yのまえ

にくることはiの揚合より多い（例：kab飢［＝6孤鶴］，k62［＝鵠惚瑚，kobyla［＝

8g瓢α，］，kuklik　［＝‘oαlppα孟％3，一→肌oπαoん％3］ンkys［＝∫6γmθ％6％規］）。

　チェハ語のkについては，ヤン・フスはこれ以上述べる必要を認めないのである

が，このkに関連して，彼は一つの・注目すべき提案を行なっている。

　すなわち，k音を帯びたラテン語字母cとチェハ語字母cとの・発音上の相異に

かんがみ，ヤン・フスは，青少年にラテン語を教授させるさいには，当該ラテン語字

母cをkに書換えて教授を行なうことを提案したのである。（例：‘casta　caritas

cara　est　deo．’を‘kasta　karitas　kara　est　deo．ンに，また，‘1ac　et　alec　placent

esurientibus．フを‘1ak　et　alek　placent　esurientibus．ンと書換える）。

　その提案の理由は，前にふれたとおり，やはリラテン語字母の発音と同形のチェハ

語字母のそれとの混同を避ける，という教授方法上の工夫にひそんでいる。彼は言っ

ている，「もし，これらの［ラテンコ語を文字cで書けぱ，綴字を学ぶ・若い人々は，

文字cがチェハ語本来の音を持つものと考えて，次ぎのように発音するだろうから
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である。‘czastaczaritasczaraestdeo．7‘1aczetaleczplacentesurientibus！」Q

‘k音を持つラテン語文字cのk字書換え’という・大胆な提案と工夫が，それに

よって「若い人々にとって読み方が，やさしくなり」，「若い人々が綴字について混乱

することが，なくなる」ことを目指した・ヤン・フスの・いわば教授学的配慮を表現

している点を，われわれは重視したいのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）
　ヤン・フスがsるの字母中に数えあげたiとその音とは，もはやn6には存在しな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
い。このiは，現在，スロヴァキア語の中に1’として，またポーランド語の中に1

として保存されているものと同一の音であったのであろう。ヤン・フスは，かつてs乙

の中に存在しながら，特有の表記方法をなんら与えられなかった・この音に，アルフ

ァベタ上の位置を与えたのである。

　しかしながら，われわれが彼から知りうるのは，ただ，1とiとの・それぞれの発

音方法のみにすぎない。すなわち，1音は，舌を上口蓋につけることによって得られ

るが，i音は，舌端を下の歯の根もとにつけ，上歯を下歯よりも前方に出すことによ

って得られるのである。

　なお，1とiとはともに，綴頭，綴中，綴尾のいずれにあっても，全母音と並置さ

れるが，しかし1＋aとなることは，i＋aとなる揚合よりも稀である，とヤン・フス

はしるしている。

　軟子音血が，綴尾において，aと共に発音されるのは（例l　In舶a［＝鵠α物㎜］），

ポーランド語風の発音であって，チェハ語では稀である。血はeと共に現われて，

例：Nemec［篇Teutoni，泌：N6mec］となる。ただし，血とeとの間にiがはい

る揚合には，i＋eはi音となる。

　血は，綴尾にあっては全母音のあとに現われる。aのあと（例：b証［冨4臨％鴉］，

cha血［δZα蜴¢γ¢］），eのあと（例：pe血［＝6γ％僧鵬］），iのあと（例：vih［＝伽o％Zpα］，

oのあと（例：ho血［ニuθπαγθ］，po血［；6α耀π］，Hrdo血），uのあと（例：∫u血［⇒o一

施糀伽卿9θ），yのあと（例：ty血Plot［＝3α吻］，hy血ve　z16m［＝P襯P80磁o］）。

　次ぎに，pは，綴頭，綴中，綴尾のいずれにおいても，yを含む全母音と共に発

音される。

　ラテン語字母qについて，ヤン・フスは，これをrチェハ人に必要がない」もの

とするばかりでなく，ラテン語字母中からもこれを排除し，kによって代用させるこ

とを提案している。（例：quoniamをkoniamに，quamをkvamに，queをqve

に，1inq質oを1inkoに）。この提案の狙いもまた，青少年のラテン語学習から発音

の困難を除去するところにあった。
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　rは綴頭，綴中，綴尾いずれにおいても，iを除く他の全母音と共にに発音される。

iの代りにはyが，rと共に現われる（例：ryby［＝p乞50θ3］，kゑry［＝oα搾％3］，pゑ一

ry［＝zθo齢］，m直ry［＝∫θγθ6γ撚］）。

　軟子音士は，Oとyとを除いて，他の全母音と共に現われる（例：魚d［ニ0冠0］，

feve　［＝boα6］，壬ek　［＝4乞ooゼoコ，fig　［モij，＝乙oαo乞oコ，ve　k士u　［＝¢π∫γ％むZoθ］）o

　sは綴頭，綴中，綴尾のいずれにあっても，全母音と共に発音される。yのまえに

立つ例としては∫yn〔＝・声ぬs］があり，yのあとにくる例としてはkys［ニ∫θγmθπ一

‘％隅］，1ys［＝oαZu％3コがある。

　ただヤン・フスは，すでに見てきたように，∫とsとの用法を区別し，前者は綴頭

と綴中とに，後者は綴尾に，それぞれ用いるように指定している。

　これに応じて，軟子音も’と忌との両字母を持つ。’の用例としては，∫ach［＝

Z％3u3Z碑観o％Z副％3］，w∫echno［＝o窩πθ］があげられる。綴尾の＄は全母音のあと

にくる（例；m麓［＝肱ゐθ3コ，hゑ6［＝θ錺伽g％θ］，ve島［＝o規％s］，pi島［30励θ］，no耗＝

PO惚］，du6［＝5雌・・α］，∫U忌［＝s伽司，my訂＝篇％s］）。

　tは綴頭，綴中，綴尾いずれにあっても，iを除く他の全母音と共に響く。綴頭の

例はtゑta［＝郷跡］，te且［＝昭θ］，pit［＝励8蜴％鵠］，to［＝昭％4］，tu［＝脇㈱，伽］

であり，綴尾においてyに先行する例としては，ty［＝む％コ，rty［＝側必薦司，k郵y

［＝6偽”θ］がある。

　上述のように，tがiと共に現われることは，きわめて稀であるが，これにひきか

え軟子音モは，iと共に現われる例を最も多く持つ（例：piモi［⇒伽γθ］，kliモi［＝8¢3－

80γ醜］，wriモi［＝乞顧θγη粥］）。しかしながら，yと並んでは決して現われない，とい

う点ではもはaとひとしい規則に服する。

　そのほか，もは，a，eと共に発音されることも少く，o，uと共には，hk［二吻pノ

伽耐］を除いて絶対に現われない。

　当時のチェハ語表記にあっては，vによる・uの代用が支配的であったことをわ

れわれは知っている。ヤン・フスは，まず『アベツェダ』において，この代用を廃し

て，U字母の用法を穂のそれとひとしいものとした。

　さらに彼は，『アベツェダ』の中で，vとwとについて次ぎの用法を確定してい

た。すなわちvは，綴頭，綴中，綴尾のいずれにおいても，uを除く・他の全母音

と共に，用いられる（例：veliko∫t［＝瓢gπ蜘40］）。これにたいしてwは，そのあ

とにいかなる母音も現われない場合のvに換えて使用される。この・用法上の区別

は，『チェハ語正字法』でも，踏襲されている。綴頭におけるw使用の例は，wlk
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［＝Z％p％s］，wrch［＝o％伽8π］，wr∫t［＝3む瓶脚α］，w∫ak［二嘔鍛］。綴中での例は7

dゑwno［＝協％コ，ohawno［＝αδo伽脇π獅コ，∫iawno［＝Z側磁ゐ乞Z惚γ］。綴尾に現われ

る例は，daw［＝Pγ8ss脚α］，1ew［＝Zθoコ，1iw［＝∫瓢曲π3］，iow［＝”θπαoゼo］，Pluw

［＝ηα脇π3］o

　上述のように，UのまえではVは使用できないが，この揚合にはVはWによっ

て代られ，vu→wuとなる（例：wuole［＝砂oZ％磁3，nさ；vale］，wuodci［＝醜oθπ3，

n6：v豊dci］，wuoz［＝りθ肋ぬ㎜，n6：v豊z］）。

　［nるは，vとwの　用法上の区別をすべて廃し，上掲例語に類する揚合にはいず

　れも，vのみを用いている。コ

　ヤン・フスは，xについては，チニハ人の場合，xi1およぴ若干の固有名詞，例え

ば，Mixik，Alexikをしるす時以外，この字母を必要としないと述べており，かつx

音がk＋∫の音に等価であることを理由に，xi1をk∫i1に，MixikをMik∫ikに，

AlexikをAlek∫ikに，それぞれ書きあらためることがふさわしいと示唆している。

　最後に，zと2とであるが，zは綴頭，綴中，綴尾のいずれにあっても，全母音の

まえに立つ。aのまえ（例＝z蝕on［＝伽］），eのまえ（例：zebe［＝∫γ¢gθオ，＜zゑbst］），

iのまえ（例：zima［⇒づθ鴉s，／7顔面］，oのまえ（例：zobe［＝70伽o施掘朗，uの

まえ（例：zub［ニ♂θπ3］）。綴尾においても，zは全母音のあとにくるが，綴中の場合

にuのまえに現われることは，w∫z丘kゑ［＝oγ8郷］を除いて稀である。

　2は，綴頭ではoを除いて他の全母音に先行する（例1茄k［＝oαπ4昭α施s5αoθγ一

40臨，n6：s6％d乞03％3］，2ena［＝覗u伽γ］，2id［＝」％ぬ8％3］。uにまえに現われる例は

少くて，茄zela［＝乞π3θo施窩］）。しかし綴中では，2はoのまえにもおかれるが（例

：k垂i20va雌［＝o服o乞伽％3］），最も多く見られるのは，uに先行する揚合である（例

：kfi2uji［＝o甑o麺卿π6］）。綴尾にあっては，2は全母音のあとに現われる（例；dla2

［一吻掘θε繊θ］，1e2［一P・πθ］，1i2［一吻θ］，P・1・2［一翻％π9θ］，∫1u2［＝s㈲］）。

そしてこの時には，iのあとに立つ例が最も多いのである。なおヤン・フスは，ここ

に付言して，「綴尾では，yのまえにくる2は見られない。もし現われることがあっ

たとすれば，yは二重母音として発音される。すなわち2yは，2aiないし20iと

発音される」としるしている。

　われわれは，すでに，『アベツェダ』と『チェハ語正字法』とから，第一に，ヤン・

フスの考案にかかる・古チェハ語のアルファベトが，現代チェハ語のそれの基本線と

なっていることを述べた。また第二に，われわれは，とりわけ，当時乱雑をきわめた

軟子音表記方法と比較して，ヤン・フスの表記方法が，いかに単一・明確であるかを
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も見た。

　ところで，この・チェハ語文化の発展史上に画期的な意義を持つ表記方法にヤン・

フスを導いたものは，フライシュハンスのいう‘一音・一文字’の原則，ヤン・フス

自身の言葉によれば，「チェハ語で書こうと思う人は，文字の相異をわきまえねばな

らぬ」とされる原則であった。前第H節一1でわれわれは，二重子音zzをもって2

音を表記する方法が行なわれていたことを見たのであるが，ヤン・フスもまたこの方

法にたいして，「百回zを書いても，発音はふえないし，z以外の音にはならない。

これは2と書くこと」と指定しており，czによる・6音の表記，∬による・∫音の

表記，ttによる・モ音の表記についても，同じく，‘チェハ語固有音の固有表記方法’

を主張しているのである。

　ヤン・フスの・この方法原則は，ひとり軟子音の表記にかかわるのみではない。彼

が，r長母音であることを示すためには，それぞれの母音の上に，細い小線をおくこ

とが必要であろう。すなわち，ゑ，6，i，6，丘，如として，軟子音表記符号とひとしく

現代チェハ語字母にそのまま継承されている‘小線付き・長母音’の表記符号を創造

したのも，やはり上にしるしたr文字の相異」を表記する原則，一音・一文字の原則

から発したものに外ならない。

　古典語の揚合とひとしく，チェハ語にあっても，長・短母音の組合せから，‘音量

詩’が構成される。しかし古典語の揚合には，別に長母音符号が工夫されることはな

かった。このところから考えるならぱ，ヤン・フスが，軟子音表記符号と共に，長母

音表記符号を考案したことは，本節の最初に『チェハ語正字法』の・第一の立揚とし

て指摘したように，彼が‘チェハ語の個性’をあくまで明確に表現したい，とする意

図に導かれていたことを，物語っているのである。

　さらにまた，すでにふれたように，ヤン・フスにおける・チェハ語整序の努力を貫

ぬくものは，チェハ語の‘的確・敏速・平易な読解・表記’を得さしめようという・

教授学的な目的意識であった。軟子音および長母音表記符号の考案は，このところか

らもうまれたのである。そしてヤン・フスは，この目的から，さらに‘略字表記’の

案出にまで進む。その例をあげれぱ，pfeはpeに，pfiはp7に，pτaはp・ないし

ずに，proはpに，それぞれ略され・，また雄eはkeと，k丑iはk’と，kraは

k孔と，kruはkvと略記される。同ように，d琵はde，dfiはd2，draはd“等々

である。

　なお，彼は，これと共に，mないしnを省略して，その代用符号に‘小帽子7を

おく方法（例：ban→櫨，nam→n盆，1en→1e，ven→ve）をもあげ，さらに加えて，他
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にも同ような省略方法が可能であることを示唆している。

　もちろん，この考案の背後には，中世ラテン語における省略慣行が控えているもの

と推測されるにせよ，われわれは，このところに，『チェハ語正字法』の・第二の立

揚，すなわちく母国語習得の的確・平易・敏速＞を保証する方法を提示しようとする

意図のうち，とりわけ‘チェハ語読解の敏速性’を志すヤン・フスの心を見るのであ

る。

注

1）　『チェハ語正字法』には，パラツキーの発見にかかる‘トゥシェボニュ稿本ンのほかに，

　　抜粋にとどまる・不完全‘トゥシェボニュ稿本ンが一種ある（Barto善l　op．cit．str。73．）。

　　　ここでは，‘トゥシェボニュ稿本’に基く・シェムベラのチェハ語訳を収録したフライ

　　シュハンス本に従った（Flaj馳ans＝MistraJanaHusisebran6spisy．Svazek　V．s楓

　　105－113，）。

2）　Novot域V．：op．cit，str。183．

3）前第H節一1で見たように，若干の軟子音の上に　・，今　・，等の符号をつけることが，

　　すでに試みられていた（前節のII。一2－b），c），d）l　II、一9－b），c）l　II。一10－b），c），d）；

　　II，一12－b）；II．一17－b）をそれぞれ参照）。

4）　K丘五ner，Raphae1：Ausf廿hrlic五e　Gτanlmatik　der　lateinischen　Sprache．2te　AuHa－

　　ge，Bd，1．Hlanno▽er，1912．S．33．

5）　獣mek，Franti駝k編の『古チェハ語小辞典』（‘Slov垣さek　staT6挽蕊tiny，Praha，1947．）

　　によれば，1’十uで始まる20箇の古チェハ語が存在した。

6）　フライシュハンスは，その編集する‘Magistri　Io，Hus　Sermones　in　Bethlehem．1410

　　－1411’・へのGlossarの中で，iと霊とを同一のものとして扱っている。（‘lndices’，

　　：Praha，1947，p。82．）o


